
１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成
① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化

やまぐち農業担い手の再編・発展支援システム構築事業〔農業振興課〕 （261,200千円）
事業のポイント

集落営農法人や集落営農法人連合体の再編による機能強化に取り組み、本県農業を
支える力強い担い手を形成します。

【事業概要】

▽ 企業等農業参入促進
・他業種からの企業等誘致体制を整備

[実施主体] 県
[負担割合] 県10/10

▽ やまぐち農業経営・就農支援
・農業経営者が抱える課題の解決を支援≪拡大発展応援タイプ≫

[実施主体] 県、県農業協同組合
[負担割合] 国10/10（一部県負担）≪継承準備応援タイプ≫
[実施主体] 県
[負担割合] 県10/10 12

▽ 農業担い手の再編・統合促進
・担い手育成アドバイザーを設置し、担

い手の再編・統合を推進
[実施主体] 県地域農業戦略推進協議会
[負担割合] 県10/10

▽ 農業担い手の経営発展支援
・再編や統合等を経て、企業的な経営に

取り組む際の機械・施設の導入を支援
[実施主体] 地域農業再生協、集落営

農法人連合体、市町等
[負担割合] 県1/3、その他2/3

国定額、1/2以内、3/10以内

○



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

未来へ「つながるノウフク」応援事業〔農業振興課〕 （14,472千円）○
事業のポイント
農業現場におけるさらなる労働力確保と福祉現場における障害者の工賃向上を目指すた

め、相互理解を醸成するとともに、双方に精通した専門人材によるマッチング体制の機能
強化を図り、未来へ「つながるノウフク」を加速度的に進めていく取組を応援します。

【事業概要】

① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化

▽ 農業者と就労継続支援事業所の相互理
解の促進

・ノウフクコーディネーターの設置
・農業現場見学会の開催
・おためしノウフクの実施

[実施主体] やまぐち農業労働力確保推進協議会
[負担割合] 県1/2、実施主体1/2等

▽ 障害者が働きやすい環境整備
・農福連携専用サイト「あぐぷく」によ

るマッチング機能強化
・障害者が取組可能な農作業の洗い出し

と細分化、農作業マニュアルの作成
[実施主体] やまぐち農業労働力確保推進協議会
[負担割合] 県1/2、実施主体1/2

▽ 農福連携技術支援者（専門人材）
の育成

・農福連携技術支援者育成研修の実施
[実施主体] 県
[負担割合] 国10/10
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

やまぐち農業ＤＸ実装拡大事業〔農業振興課〕 （21,252千円）
事業のポイント

中核経営体等の収益向上に向けて、スマート農機の機能をフル活用した生産性向上と、
デジタル技術やデータを活用した指導力向上を支援し、経営面のＤＸを促進します。

【事業概要】

▽ スマート農機のフル活用支援
・スマート農機の機能活用や他機と連携

した機能拡張による生産性向上を支援
[実施主体] 県、スマート農業導入加

速協議会

▽ データを活用した経営改善支援
・スマート農機等のデータと経営管理デ

ータを連携させた経営改善支援
[実施主体] 県、スマート農業導入加

速協議会

▽ 指導力向上支援
・農業部門の指導に特化したＩＴコー

ディネーター等と連携した指導者育成
[実施主体] 県、スマート農業導入加

速協議会

▽ 技術交流
・本県と農業構造や地理的条件が共通し

た台湾等のＤＸ先進地との技術交流
[実施主体] 県、スマート農業導入加

速協議会

① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化
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○



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

やまぐちの林業ＤＸ推進事業〔森林企画課〕 （25,170千円）○
事業のポイント

県産木材の供給量の拡大を図るため、ＡＩ技術の活用により、施業計画の自動作成や、
最適な雇用・機械導入計画の提案を行うなど、林業事業体の業務の効率化を支援します。

【事業概要】

▽ 施業計画作成自動化等システムの機能
強化

・林業ＤＸ推進協議会の運営
・システム利用者へのヒアリング調査・

課題等分析
・システムの機能強化

＜システムの主な機能＞
・施業計画作成の自動化→交渉の効率化、施業地の拡大
・施業地の生育ｼﾐｭﾚー ｼｮﾝ →森林資産価値の可視化
・中長期雇用計画の作成→人材の計画的な採用・育成
・機械導入計画作成 →最適な設備投資
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【事業イメージ】

システム利用者の意見

UIの問題 システム構成

追加が必要な機能

ヒアリング調査

課題抽出 課題分析

要件定義
課題整理

詳細設計

機能強化

① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成
① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化
「やまぐちフォレストＪＶ」構築支援事業〔森林企画課〕拡

事業のポイント
林業事業体の経営基盤を強化するため、複数の事業体が連携し、主伐から再造林ま

での一貫施業化等に取り組む、新たな経営モデル「やまぐちフォレストＪＶ」の構築
を支援します。

【事業概要】
▽ 推進体制の整備

・フォレストＪＶ推進協議会の運営
・地域推進協議会の運営

拡 新たな林業経営モデルの構築支援
・ＪＶ構築マニュアルの作成
・地域推進協議会での実践活動への支援
・先進地視察の実施

〈「やまぐちフォレストＪＶ」とは〉
林業事業者が単独で施業（主伐・造林等）を行う場合と異

なり、複数の事業者が主伐から再造林までを連携しながら一
貫して作業するとともに、これまで活用されなかった伐採後
に残る枝葉等の森林資源を有効活用し、林業の構造的な収益
向上を目指す新たな経営モデル

林業振興 森林資源の確保
・収益向上と森林所有者への利益還元
・計画的な事業地の確保
・雇用拡大

・森林サイクルの好循環
・林業の持続性の確保
・CO2吸収源対策への貢献

【事業イメージ】

素材生産
（主伐）

地拵え
（資源回収）

再造林
（植栽）

やまぐち
フォレストＪＶ

素材生産
事業者

造林・保育
事業者

未利用資源
回収事業者

新たな事業体の参入

作業地の集約化

・コストの低減
・継続的作業地の確保

地拵えの省力化

・作業の効率化
・再造林の推進

林地残材の資源化

新たな収益
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《森林環境譲与税活用事業》
（7,434千円）



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

地域を牽引する中核漁業経営体育成推進事業〔水産振興課〕 （10,895千円）○
事業のポイント
水産大学校の持つ水産経営等の専門的な知見を活用し、漁業者グループの収益性向上

に結びつく取組を推進することにより、地域を牽引する中核漁業経営体を育成します。

▽ 地域のリーダーとなる漁業士の育成
・漁業士研修会の開催等

[実施主体] 県
[負担割合] 県10/10

・漁協青壮年部活動等への支援
[実施主体] 県漁協
[負担割合] 県1/2、県漁協1/2

▽ 収益性向上に結び付く新たな取組支援
・水産大学校教員による現地ワーク

ショップの開催、共同経営専門
チーム会議への参画
[実施主体] 県（水産大学校への委託）
[負担割合] 県10/10

・指導活動、新たな取組に係る機器・
施設整備支援
[実施主体] 県漁協
[負担割合] 県1/2、県漁協1/2

現地ワークショップ 鮮度保持設備の整備山口県内漁業士研修会 全国ブロック別漁業士研修会

① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化

【事業概要】
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

やまぐちの地酒支援事業〔ぶちうまやまぐち推進課〕 （76,400千円）
事業のポイント
米価高騰に伴い日本酒の製造に使用する酒米価格についても高騰していることから、

県内酒蔵による県産酒米の確保の取組支援により、やまぐちの地酒の安定供給と県産酒
米の継続的な取引の維持を図ります。

【事業概要】

① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化

【事業イメージ】

・主食用米の価格高騰に伴い酒米価格も高騰
・日本酒の製造原価に占める酒米の割合は大きく、

物価高騰と併せて、県内酒蔵の経営を圧迫
・日本酒製造と酒米生産の双方が減少する危惧

〇 県産酒米の上昇額相当分の一部支援

県内酒蔵の
日本酒製造

生産者の
酒米生産

需要に応じた県産酒米の
継続的な取引の維持

〇 高品質な ‘やまぐちの地酒’ の安定供給
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▽ 酒米高騰分助成
・事業主体：県、山口県酒造組合
・補助内容：酒米価格の上昇額相当分の

一部助成（1/2以内）
・補助上限：300万円/酒蔵
・補助対象：令和８年産の県産酒米の契約

数量

○



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

肥料価格高騰長期化対策応援事業〔農業振興課〕 （ 181,086千円）○
事業のポイント

肥料価格の長期的な高騰により厳しい経営環境にある農業者の継続的な低減取組を
促すため、肥料価格高騰分の一部を支援し、持続可能な農業経営の実現を促進します。

【事業概要】

▽ 肥料価格高騰分の一部支援
・耕地面積が10a以上（施設花きは2a以  

上）かつ化学肥料の低減に取り組む農
業者に対し、肥料価格高騰分の一部を
支援

[実施主体] 県農業協同組合中央会
[補 助 額] 水稲・大豆等： 850円/10a

野菜・果樹等：1,700円/10a
施設花き ： 425円/ a

① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

配合飼料価格高騰対策支援事業
（330,000千円）

○
事業のポイント
配合飼料価格の生産者実質負担増加分

の一部を支援することにより、畜産経営
の継続を図ります。

【事業概要】

▽ 生産者実質負担増加分の一部支援
・生産者（牛・豚・鶏）が負担する配合

飼料購入費の一部を支援
[実施主体] 配合飼料価格安定制度の

業務を担う窓口団体
[補 助 額] 2,200円/t

▽ 生産コスト高騰分の一部支援
・酪農家が負担する生産コスト高騰分の

一部を支援
[実施主体] 酪農農業協同組合、

畜産振興協会
[補 助 額] 10,000円/頭

酪農経営緊急支援事業〔畜産振興課〕
（25,000千円）

厳しい経営状況にある酪農家に対し、
生産コスト上昇分の一部を支援すること
により、酪農経営の継続を図ります。

〔畜産振興課〕

事業のポイント

① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化
○

【事業概要】
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成
① 地域を牽引する中核経営体の育成と経営基盤の強化
漁業省エネサポート事業〔水産振興課〕 （143,640千円）新

事業のポイント

燃油の高騰に直面する漁業者が行う省エネ対策を支援し、漁業経営の継続と燃油高騰
の影響を受けにくい強い漁業経営体を確立します。

▽ 省エネ効果の高い取組み等に要する
経費の一部を支援

・船底清掃
・エンジンのオーバーホール
・漁具改良
・LED集魚灯・作業灯の設置

[実施主体] 漁業協同組合
[負担割合] 県1/2、漁業協同組合1/2

・消耗品費、通信運搬費等
[実施主体] 漁業協同組合
[負担割合] 県10/10

【事業イメージ】

LED

船底清掃の実施

LED集魚灯の設置

【事業概要】
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

新規就業者等産地拡大促進事業１／２〔農業振興課〕 （104,486千円）○
事業のポイント
産地パッケージ計画に基づく新規就業者確保や生産強化の取組、農外参入法人等の

産地の核となる新たな経営体の育成の取組を支援し、魅力あふれる産地を形成するこ
とにより、新規就業者の安定した受入・定着を図ります。

【事業概要】
▽ 新規就業者受入支援タイプ

新規就業者の受入れや産地の生産強化
に向けた取組を支援

・ハード：機械・施設等の整備を支援
[実施主体] 市町、集落営農法人

県農業協同組合等
[負担割合] 県1/3、実施主体等2/3

・ソフト：生産体制強化及び受入体制整
備の取組を支援

[実施主体] 地域農業再生協議会
県地域農業戦略推進協議会等

[負担割合] 県1/3、実施主体2/3

▽ 新規就農者支援タイプ
新規就農者の経営発展に向けた取組を
支援

・ハード：機械・施設等の整備を支援
[実施主体] 市町

（対象者：認定新規就農者等）
[負担割合] 国1/2、県1/4、対象者等1/4

・ソフト：施設や機械の改修、
経営継承に向けた取組を支援

[実施主体] 市町
（対象者：認定新規就農者等）

[負担割合] 国1/3、県1/6、対象者等1/2

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

新規就業者等産地拡大促進事業２／２〔農業振興課〕 （104,486千円）○
【事業概要】

▽ 農外企業参入等支援タイプ
産地の核となる農外参入法人等の取組を
支援

・ハード：機械・施設等の整備を支援
・ソフト：参入に向けた技術定着等の取組

を支援
[実施主体] 農外参入法人等
[負担割合] 県1/3、実施主体等2/3

【事業イメージ】

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

地域農業資源リノベーション促進事業〔農業振興課〕 （47,982千円）○
事業のポイント
遊休資産を利活用できる仕組みを構築し、営農開始時の初期投資のハードルを下げ

ることで、新規就農者等の確保を促進します。

【事業概要】
▽ 地域農業資源継承促進事業

・広域情報推進員を設置し、県内の遊休資
産の情報を集約したＷｅｂサイトを運営

・モデルコーディネーターを設置し、遊休
資産を改修して継承するモデル的取組を
行う地域を支援し、継承支援人材を育成
[実施主体] 県

▽ 地域農業資源リノベーション事業
・新規就農者等が中古の農機や施設を改修

して営農開始するモデル的取組の実証経
費を支援
[対象経費] 中古農機・施設の改修経費
[実施主体] 市町
[負担割合] 県1/3以内

【事業イメージ】

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

やまぐち和牛・未来への絆づくり事業〔畜産振興課〕 （9,503千円）拡
事業のポイント
全国和牛能力共進会へ向けた取組に加え、見島牛や無角和種に関する学習を通じて、

農業高校等の学生と肉用牛農家のネットワークを構築し、学生の飼養管理技術の向上や
新規就農への機運醸成を図ることで、山口県の和牛の未来へつながる絆を創出します。

【事業概要】
▽ 交流促進・技術向上

・農業高校等の学生同士や学生と肉用牛
農家との交流を促進する取組を支援
[実施主体] 県

▽ 輝く担い手発信
・学生の取組や活躍を中心

に、県内の肉用牛農家の
取組について情報を発信
[実施主体] 県

新 やまぐち特産牛の魅力発見
・見島牛や無角和種について、学生の学

習機会を創出する取組を支援
[実施主体] 県

【事業イメージ】

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着
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１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

事業のポイント

【事業概要】
▽ 無料職業紹介事業の強化

・就業者への相談窓口の設置
・やまぐち森の仕事ナビの運営
新大都市圏や若年者等に向けたターゲティ

ング型ＳＮＳ広告の実施

▽ 担い手確保・育成支援センターの運営
・県内６箇所のセンターに支援員を配置
・林業への参入や副業等の相談対応の実施
・森林施業等の技術指導の実施
・高性能機器の無料貸し出しによる現場作業

の効率化支援

▽ 林業就業者の定着対策
・就業者の定着に向けた給付制度
〔短期育成塾受講生への給付金支給〕

（125千円/月×5か月）
〔新規就業者雇用法人への支援〕

就業者のＯＪＴ研修に対し、国支援に加え
県独自の支援（120万円/年×3年）

・林業労働災害防止に向けた巡回指導や予防
講習会の実施

（47,224千円）

副業を含めた新規就業者の確保・定着を図るため、ＳＮＳの活用による無料職
業紹介事業の強化や、多様な働き手の参画を促進する「林業担い手確保・育成支
援センター」の運営などに取り組みます。

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着
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《森林環境譲与税活用事業》
林業の新たな担い手確保強化事業〔森林企画課〕拡



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

新規農業就業者定着促進事業１／２ 〔農業振興課〕 （545,419千円）○
事業のポイント

【事業概要】
▽ 就農相談・広報活動

・就農・就業希望者に対するホームペー
ジ等を活用した情報発信やＰＲ活動

・オンラインを活用した就農相談会や新
規就農ガイダンスの実施
[実施主体]
（公財）やまぐち農林振興公社

▽ 技術指導体制の強化
・農業大学校の社会人研修部門（やまぐ

ち就農支援塾）で、研修生を対象とし
た栽培、経営等の技術習得の支援

拡農業法人等と連携し、働きながら受講
可能な土日主体の専門コースを新設

・就業後の経営発展を支援

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着

27

募集から技術研修、就業後の定着までの一貫した支援を一層強化し、新規就農・就
業者の確保、地域への定着を促進します。

拡



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

新規農業就業者定着促進事業２／２ 〔農業振興課〕 （545,419千円）
【事業概要】

▽ 研修生支援、指導農家支援
拡就農に向けた研修生に165万円/年（最

長２年間）を給付（就農準備資金等）
・研修生を指導する先進農家等に６万円

/月を助成
[実施主体] 県、市町
[負担割合]

研修生支援 ：国10/10
県1/2、市町1/2

指導農家支援：県1/2、市町1/2

▽ 新規就業者の定着支援
拡新規に自営就農した者に165万円/年

（最長３年間）を給付（経営開始資金）
[実施主体] 市町
[負担割合] 国10/10

・新規就業者を受入れた経営体に５年間
の定着支援給付金を支給
１～２年目：90万円/年
３～５年目：80万円/年
[実施主体] 県、市町
[負担割合] 県1/2、市町1/2
（１～４年目は国の「雇用就農資金」

60万円/年を活用）

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着
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拡



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

▽ トライコース≪オープンカレッジ等≫
・多様な人材への啓発・掘り起こし

▽ 即戦力人材育成コース≪即戦力短期育成塾等≫
・高性能林業機械の操作方法などの基本

技術の習得とステップアップを後押し
▽ プロフェッショナルコース≪高度林業技術者育成研修等≫

・１４の技能講習等による技術者の育成
▽ 次世代人材育成コース≪林業DX研修等≫

・持続可能な林業を目指す次世代のリー
ダー候補の育成

▽ 経営力向上コース≪経営戦略研修等≫
・経営力を高め、働きやすい職場づくり

を目指す経営者を支援
▽ 起業・副業・リスキリングコース≪異業種参入実践研修等≫

・建設業者等による第二創業や、農業就
業者等の副業による新規参入を促進

やまぐち森林・林業未来維新カレッジ推進事業〔森林企画課〕 （59,127千円）

農林業の知と技の拠点を核とした研修体系「やまぐち森林・林業未来維新カレッジ」
（６コース４８講座）を活用し、本県林業の未来を切り拓く人材と林業事業体の確保・育
成を図ります。

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着

29

○
事業のポイント

【事業概要】

《森林環境譲与税活用事業》



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成
② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁

業新規就業者の確保・定着
新規漁業就業者定着促進事業〔水産振興課〕 （51,910千円）拡

事業のポイント
漁業の技術や知識がない未経験の就業希望者でも漁業就業を目指せるよう、就業希望

者の募集から研修、就業、定着までの一貫した支援体制を整備します。

【事業概要】
▽ 新規漁業就業者生活・生産基盤整備事業

①経営に必要な漁船等の導入経費を支援
②研修生のための空き家改修経費を支援

[実施主体] 市町、漁業協同組合
[負担割合] ①県1/4 ②県1/3

▽ 経営自立化支援事業
・新規就業者への定着支援金を３年間支給

[実施主体] 漁業協同組合等
[負担割合] 県1/2

就業支援
フェア

研修の
様子

拡 新規漁業就業者確保育成事業
・高校生向けの体験乗船の実施等

[実施主体] 山口県漁業協同組合
[負担割合] 県10/10

▽ 新規漁業就業者定着支援事業
・研修支援金を最長２年間支給

[実施主体] 漁業協同組合等
[負担割合] 県1/2

▽ 漁船乗組員定着促進事業
・新たに乗組員を雇用した漁業会社

等に対し研修経費を最長１年間支援
[実施主体] 漁業会社等
[負担割合] 県1/2 30



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

チャレンジ漁業総合支援事業〔水産振興課〕 （22,584千円）
事業のポイント
海洋環境の変化等に対応するため、意欲ある漁業者が実践する新しいアイデアや技術

を取り入れた効率的な漁業手法へのチャレンジを支援し、収益の向上と経営の安定・強
化を図ることで、地域漁業の担い手（中核漁業者）へとステップアップさせます。

▽ チャレンジフィッシャー認定審査会
・新たな取組みにチャレンジする意欲的

な漁業者が定める漁業経営計画を認定
[実施主体] 県

▽ 新規漁業技術習得支援事業
・これまでに得た漁業技術とは

異なる新たな漁業技術の習得を支援
[実施主体] 漁業協同組合等
[負担割合] 指導者謝金 県10/10

研修支援金 県1/2

▽ 漁業経営体成長促進事業
・習得した新たな漁業技術について、

新規漁具等の導入や実践的な研修を
支援
[実施主体] 漁業協同組合等
[負担割合] 県1/2

習熟

研修
就業
定着

新たな課題に対応した

成長

新しい漁業にチャレンジする
意欲的な漁業者を後押し

【事業イメージ】

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着

○

【事業概要】

31



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

移住就農加速化事業〔農業振興課〕 （5,000千円）○
事業のポイント
大都市圏等からの田園回帰の流れによる移住就業希望者のニーズをとらえ、就農相

談から県内産地視察まで一体的に実施する移住就業者確保対策を実施し、県外からの
新たな人の流れを加速化します。

【事業イメージ】

② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着

32

【事業概要】
▽ 大都市圏等就農相談会の開催

・就業希望者のニーズに応じた就農相談会・
フェア等の開催・出展やセミナー開催によ
る移住就業希望者の掘り起こし
[実施主体] 県

▽ 農業法人等によるリクルート活動の促進
・就業希望者の受け皿となる農業法人自らが

直接リクルートする体制を構築
[実施主体] 県

▽ 県内産地の視察（やまぐち就農ゆめツアー）
・移住就業希望者の県内産地視察

[実施主体] 県



② 「農林業の知と技の拠点」等を核とし、日本一の担い手支援策を通じた農林漁
業新規就業者の確保・定着

▽ 漁業就業者相談会の実施
・県内及び首都圏において漁業就業

相談会を年４回程度実施
・県内外へ情報発信することで広く

新規就業者を募集し、本県における
新規就業者の獲得を促進

・オンライン就業相談の実施
[実施主体] 県

▽ 現地就業体験
・就業を希望する地域において、

一週間程度の漁業体験を
複数地域で複数回実施
[実施主体] 県漁協
[負担割合] 県10/10

新規漁業就業者定着促進事業
（うち移住者確保対策）〔水産振興課〕

○

【事業概要】

１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

【再掲】

33

林業の新たな担い手確保強化事業
（うち移住者確保対策） 〔森林企画課〕

▽ 就業相談会等の実施
・大都市圏での就業ガイダンスの開催
・オンライン就業相談の実施

▽ 森の仕事見学ツアー
・移住就業希望者向け現場見学ツアーの実施
・林業・暮らしに関する相談会の実施

▽ 短期就業体験
・基礎的な知識・技術の習得支援
・林業作業体験の実施

【再掲】○

【事業概要】



１ 成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成
③ 農山漁村女性リーダー・やまぐち農林漁業ステキ女子の育成
農林漁業女子ステキ・スタイル応援事業〔農林水産政策課〕 （20,093千円）○

事業のポイント
「やまぐち農林漁業ステキ女子」を育成し、農林漁業の働き方改革やステキ女子の

取組を応援する体制づくりなど、 女性の活躍場面を多様に創出することで、“女性が
働きたくなる農林漁業”の実現を目指します。

【事業概要】
▽ ステキ女子ネットワークの構築

・女子会（県域・地域）の開催等
▽ ステキ女子の働き方改革に向けた支援

・女性が働きやすい環境づくりに向けた
セミナーや男性経営者等を対象とした
研修会等の開催

・女性が働きやすいモデル経営体の育成
・相談窓口の運営

▽ ステキ女子プロモーション活動の促進
・ステキ女子応援企業等とのコラボ活動

に向けたマッチング支援
・ステキ女子が活躍する姿の情報発信
（パンフレット作成、動画配信等）
・経営発展に向けた女性の新たなチャレ

ンジ支援
[実施主体] 民間
[負担割合] ｿﾌﾄ：県1/3以内

「やまぐち農林漁業ステキ女子」とは
「ステキ女子プロジェクト」に参加

し、経営発展に向けた実践活動に取り
組む若手女性農林漁業者のこと。
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